
川内たかゆき後援会便り

川内たかゆき後援会 〒889-1802　宮崎県都城市山之口町花木 2253-6

TEL・FAX：0986（77）5298

【宮崎県日本舞踊協会定期総会】 【ガールスカウト周年事業挨拶】

【北諸少年野球連盟大会　挨拶】 【全国若手議員の会：九州ブロック研修】【大淀川サミット活動　外来植物駆除】

【自治公民館活動　防災訓練】

【おかげ祭り参加】 【山之口　弥五郎どん祭り】 【焼肉と花火大会　実行委員】

【動物愛護：さくら猫活動支援】

【自民党ひむか塾：東京研修】

【糖尿病啓発イベント主催：イオンモール都城駅前】

【島津発祥祭り参加】

【まちづくり協議会活動　小学生企業見学ツアー】

【消防団活動】

【青井岳の森ふれあい交流会：小学校遠足】 【市民要望活動：県土木事務所と現地調査】

【四半的都北支部活動】

【子ども食堂・宅食米作り】 【都城地区ハンドボール協会　会長就任】

【どんぐり１0 ００年の森植樹会】 【子牛セリ、乳子市】【副議長就任】【３期目当選】【早朝辻立ち】

使って下さい！川内たかゆき！！　皆様の困りごと、疑問に思っていること、要望等お気軽にお問い合わせください！

080-5602-4463（本人直通）

◎都城市議会議員選挙
　２０２２年１月２３日投開票の都城市議会議員選挙が行われ、新しい２９名の顔ぶれが決まりました。

◎４月に中心市街地中核施設にホテル TERRASTA が開業
　㈱センター・シティが運営する複合施設がついに開業しました。ホテルの名称は「テラスタ」。１階テナント式

スーパー、２階オフィステナント、３階レストラン、４階から７階がホテルとなっています。

◎３年ぶりに大型催事のおかげ祭りが開催。他の大型催事も続々開催
　7月 8日、９日に３年ぶりとなるおかげ祭りが開催されました。３万５千人が来場し、久々の開催で熱気に包

まれました。他にも１０月には焼肉と花火、１１月には盆地祭りと、島津発祥まつりが開催され、３年ぶりに都

城市の大型イベントが開催され活気づきました。

◎ふるさと納税「１４６億１６百万円」全国２位！
　令和３年度のふるさと納税額が過去最高の 146 億 1,619 万円（695,351 件）で全国２位となりました。前年度、

135 億 2,500 万円（603,807 件）日本一から順位は落としましたが、納税額は過去最高となりました。

◎関之尾キャンプ場がリニューアル
　宮崎県初となるスノーピーク直営のキャンプフィールドやストアなどが、2024 年度に開業する予定。管理はキャ

ンプ用品大手の㈱スノーピーク（新潟県三条市）に決定し、宮崎県初。

　関之尾滝下流の北前公園一帯には 99 区画のキャンプフィールド、宿泊施設「緑の村」も全面リニューアル。「新・

緑の村」には、トレーラーハウス 5台やレストラン、キャビン 4棟等を整備予定。

◎台風１４号襲来
　九州では初めて台風特別警報が発令された台風１４号が９月 18 日から 19 日にかけて襲来。死者１名、床上浸

水１８３世帯、全壊家屋３世帯、中規模半壊から一部損壊家屋含め６４世帯など大きな被害が出ました。現在も

復興作業をしている最中で、来年度にまたがる状況となっています。

◎温泉施設３施設を民間企業へ無償譲渡
　青井岳温泉、山田温泉、ラスパ高崎の３施設を民間企業へ無償譲渡、無償貸付することが昨年決定し、本年度

青井岳温泉と、山田温泉について管理者が決定しました。青井岳温泉はエストレジャー㈱（宮崎市）、山田温泉が

（福）スマイリング・パーク（都城市）に決定。令和５年４月から運営開始となります。ラスパ高崎についても優

先交渉者が決定し、今後管理運営業者が決定する見通しとなりました。

都　城　２０２２

　新春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は、川内たかゆき並びに後援会に対し、多くの御指導、御支援を

賜り厚く御礼申し上げます。

　新型コロナの猛威から３年が経過しましたが、いまだその影響は色濃く、コロナ前に戻るにはまだまだ時間がかかります。

　そんな状況の中、昨年１月は３期目となる都城市議会議員選挙に出馬し、おかげをもちまして３期連続３位当選という成績で送

り出していただき、誠にありがとうございます。２月９日には副議長に選任され、その重責に身の引き締まる思いです。

　都城市の現況としては、円安や物価高騰により牛の価格が大幅に下落するなど、大変な状況でありますが、ふるさと納税は過去

最高を記録、都城志布志道路の令和６年度開通目途が立つなど明るいニュースも多い一年でした。　

　改選されたばかりの議会ではありますが、昨年１１月には議員の大幅削減などを求める要請書が経済団体から出され、より一層

の議会改革が求められていると感じております。ウィズコロナで試行錯誤となりますが、気持ち新たに元気みなぎる都城を目指し

走り、動き、跳んで、伺ってまいります。さらなるご指導ご支援を宜しくお願いします！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　都城市議会議員　川内　賢幸

会　派：青　雲
委員会：建設委員会
役　職：第１８代副議長（令和６年２月まで）
その他：防衛議員連盟、歴史文化財研究会、ｽﾎﾟｰﾂ議連　他
　　　　自民党県連青年局次長兼山之口支部青年部長
　　　　全国若手議員の会事務局長、都城市消防団員　他

【役職詳細や活動は HP に公開　川内たかゆき　で検索！】



定例議会は 3月、6月、9月、12月に開催されています。申合せにより副議長は［一般質問できない］ため、登壇はありませんが、

国への意見書などを 3つ提出させていただきました。　　　　　　　　　　　

　九州で初めて台風特別警報が出された台風１４号が、９

月１７日から１９日かけて都城市を襲いました。避難所開

設３７か所、最大 649 世帯 1251 人が避難しました。

　残念ながら１名の方がお亡くなりになりました。この他、

床上浸水した世帯が１８３世帯、全壊となった家屋が３棟、

中規模半壊や一部損壊を入れると６７棟もの家屋が被災、

小学校３６中３５校、中学校１８校すべてが被災しました。

お亡くなりになられた方、被災された皆様に心からお見舞

い申し上げます。

【本市の災害対応】
９月議会において災害対応緊急補正　　

　　　　　　　　約６億４千４８４万円

災害見舞金増額　　　　６千７４０万円

１２月議会補正　約７億３千５００万円

（農村整備、土木施設、災害見舞金など）

災害見舞金については、条例改正を行い、二つの見舞金を重複受給

できるように追加対応。

◎災害対応にかかわる市への提言と実現
台風通過直後から市内を巡回し、被災状況を行政へ伝達。市民の方からの相談や時間経過とともに明らかになる被災個所についても、順次、

現地調査の上、各担当課へつないで対応しております。年明けから本格的な復旧工事が始まっていきます。

◎市営住宅の無料開放（９月２１日対応依頼）

◎家電リサイクル対象４品目のリサイクル料金支援

　　　　　　　　　　　　　（９月２２日対応依頼）

◎被災地域でのボランティア（９月２３日～２５日）

◎公用車による被災者ごみ運搬（９月２４日から実施）

◎被災ごみ置き場でのごみ搬出迅速対応（９月２３日～）

◎公営温泉施設の無料開放（９月２１日対応依頼）

◎停電地域のうち、電力会社未把握地域の対応（９月２２日）

◎休日の災害見舞金受付対応（１０月下旬より対応）

◎避難情報サイトの不具合対応（避難所開設直後）

◎休日の罹災証明受付

ロシア軍のウクライナ侵略に強く抗議し、恒久平和を求める決議

全ての人々が恒久的な平和を切望する中、ロシア軍は 2月 24 日、国際社会の度

重なる警告を無視し、ウクライナへの全面的な侵攻を開始した。また、稼働中の

原子力発電所を攻撃したことは許せない暴挙である。そして、今、まさに民間人

を含む多くの犠牲者を出している現状にある。

　これは、明らかに国連憲章に違反し、世界の安全保障と国際秩序を脅かす侵略

行為であり、断じて容認できない。

　よって、本市議会は、ロシア軍によるウクライナへの攻撃と主権侵害に強く抗

議するとともに、ロシア政府に対し、武力行使の即時停止とウクライナ領土から

直ちに全ての軍隊を完全に撤退させること及び誠実に国際法

を遵守し、恒久平和に向けた取組みを強く求めるものである。

　また、政府においては、邦人の生命・財産の保護や我が国

における影響に関する対策について万全を尽くされるよう強

く要請する。　以上、決議する。

令和 4年 3月 7日　　　　　　　　　　　　　都城市議会

３月７日㈪の一般質問初日に、議員提出議案第１号として議案上程。議会

提出となることから副議長による提案理由説明に臨み全会一致で可決。
　令和 4年 4月から、水田活用の直接支払交付金の見
直しが行われました。この見直しでは、農家の努力が
報われる項目が追加された一方で、交付対象の水田に
ついて、令和 4年度から今後 5年間で一度も米を作つ
ける水張りを行わない水田を支援の対象外とする方針
が決定しております。
　この方針については、長年にわたり国に協力し、産
地づくりに取り組んできた農家から、新たな圃場整備
や支出が必要となる、ブロックローテーションによる
作付が困難、その他制度対応が著しく困難であるとい
った困惑の声が聞こえております。
　このままでは、交付対象外となった農地が耕作放棄地となる懸念や対応の困
難を理由に離農につながることも考えられ、国土保全の観点からも、今回の見
直しが必ずしも制度の目的に合致していないとの声が現場から寄せられてお
り、国に対して下記の項目を意見書として提案し提出。全会一致で可決。

○今回の見直しに伴い、集められた都道府県ごとの意見について、現場
　の声をしっかり受け止め確実な制度検証と改善を行うこと。
○今回の見直しに従い、魅力的な産地づくりに意欲的に取り組む農家に
　ついて、目的を果たすことができるよう圃場整備やその他支援を含め、
　施策の充実や予算拡充を行うこと。
○今回の見直しに伴い、影響の出る産地に対し、国土保全や安定した食
　糧確保の観点から、持続可能な水田農業の将来像を描くことができる
　よう、情報の共有や提供、支援などを行うこと。

民生委員・児童委員の活動環境の整備に関する意見書
　民生委員・児童委員の担う役割は年々増加の一途をたどっており、地域住民の身近な相談相手、見守り役、高齢者への支援、児童虐待へ

の対応及び地域の行事参加や各種団体との調整など、その活動はより幅広いものとなっており、地域福祉におけるその役割はますます重要

になっています。大規模災害の際にも民生委員・児童委員の方々の協力は必要不可欠です。

　民生委員・児童委員は、非常勤特別職の地方公務員ですが、民生委員法第十条で「給与を支給しない」と定め

られていることもあり、国に対して以下の事項を意見書として提出。全会一致で可決。

１　民生委員・児童委員の活動費を更に引き上げるための措置を早急に講じること。

２　民生委員・児童委員が活動しやすい環境を整備し、負担軽減となる支援をすること。

３　自治体が実施する民生委員・児童委員への支援体制に対し、財政支援等を強化すること。

議会では、議員同士で構成される「会派」があります。現在私は、会派「青
雲」に属しており４名の議員で構成されています。農業支援に関する
緊急提言書提出や各種課題に対して調査や質問を行いました。

市内の使用禁止遊具を調
査。２２公園２４施設で使
用禁止。のちに市内２０４
基で問題があることが判
明。この度、議会としても
調査することが決定。

自治公民館の重要性を再確
認するとともに、抱える問
題点などについて意見交
換。課題解決に向け１２月
議会で会派質問を行い、年
度内に課題調査を行うとの
答弁を引き出す。

８月に農業飼料高騰対策など
を求める緊急提言書を市長へ
提出。９月議会において配合
飼料購入に伴う支援金事業が
が決定。最大で３００万円の
支援金。

高崎町にあるたちばな天文台
の状況を調査。施設の老朽化
や問題点が複数あり、今後の
活用やリニューアルを含め市
に提案。市長より「今後、施
設の整備・充実を図っていく」
との答弁を引き出す。

市長へ農業支援
緊急提言書を提出

高崎たちばな天文台
の活用や老朽化調査

公園における
使用禁止遊具の調査

自治公民館連絡協議
会との意見交換
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